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戦 

災 

孤 

児 

た 

ち 

と 

郊 

外 

長 

谷 

川 

小 

学 

校 
　

一
九
三
〇
年
代
の
総
力
戦
体
制
は
、〝
社
会
政
策
〟
の
充
実
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
。
昭
和
一
三（
一
九
三
八
）

年
、
近
衛
内
閣
の
も
と
で
、
内
務
省
か
ら
分
か
れ
て
厚
生
省（
現 

厚
生
労
働
省
）
が
成
立
し
、
福
祉
政
策
も
移

管
さ
れ
た
。
大
阪
市
で
は
、
昭
和
一
四（
一
九
三
九
）
年
六
月
、
天
王
寺
区
国
分
町
の
長は
せ
が
わ

谷
川
源げ
ん
じ
ろ
う

治
郎（
一
八
六
七

‐
一
九
四
六
）
か
ら
南
河
内
郡
国
分
町
円え
ん
み
ょ
う
明
の
土
地
お
よ
び
建
物
の
寄
贈
を
受
け
、
疾
病
や
栄
養
不
良
の
こ
ど

も
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
大
阪
市
立
郊
外
学
園
長
谷
川
小
学
校
が
創
設
さ
れ
る（
翌
年
、
六
甲
・
助
松
・
淡
路

を
あ
わ
せ
て
四
校
体
制
と
な
り
、
そ
の
一
年
で
一
七
二
九
人
が
入
園
し
た
。
戦
後
は
養
護
施
設
に
転
換
）。
三
か
月
ご
と
に
送
り

込
ま
れ
た
児
童（
初
等
科
三
‐
六
年
生
が
対
象
）
の
多
く
は
、
栄
養
価
の
計
算
さ
れ
た
食
事
と
適
度
な
運
動
に
よ
っ

て
、身
長
・
体
重
と
も
に
向
上
が
み
ら
れ
た［
小
山
・
田
中 

一
九
九
四
］。
校
長
の
山
根
敦あ
つ
み美（

一
八
八
九
‐
一
九
七
四
）
は
、

理
科
教
育
と
体
験
学
習
を
加
味
し
た
先
進
的
な
実
践
を
強
み
と
し
て
い
た［
赤
塚 

二
〇
一
九
］。
学
校
行
事
で
は
、

楠な
ん
こ
う
げ
き

公
劇
が
有
名
だ
っ
た
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
中
世
の
英
雄 
楠く
す
の
き
ま
さ
し
げ

木
正
成
の
ご
と
き〝
報
国
の
戦
士
〟
と
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
た（
昭
和
戦
前
期
、
特
に
河
内
の
児
童
福
祉
施
設
で
楠
公
教
育
が
隆
盛
し
た
）。

　

し
か
し
、
大
人
の
始
め
た
戦
争
に
よ
っ
て
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
あ
ま
り
に
悲
惨
な
事
態
が
待
ち
受
け
て
い

た
。
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
米
軍
の
本
土
空
襲
が
本
格
化
す
る
と
、
都
市
部
で
は
栄
養
状
態
が
最
悪
と
な
り
、

身
寄
り
を
失
な
っ
た
大
量
の
戦
災
孤
児
・
浮
浪
児
が
生
ま
れ
た
。
大
阪
市
内
の
罹
災
児
童
を
受
け
入
れ
た
の

が
、
長
谷
川
小
学
校
だ
っ
た
。
終
戦
の
日
、
玉ぎ
ょ
く
お
ん
音
放
送
を
聴
い
て
泣
き
出
し
た
児
童
を
慰
め
る
た
め
に〈
娯

楽
会
〉
を
開
催
し
、〈
葡
萄
の
ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
呑
ま
せ
〉
た（
大
阪
市
立
長
谷
川
小
学
校
・
学
園
編『
生
活
の
あ
ゆ

み 

第
八
集 

創
立
三
〇
周
年
記
念
誌
』（
一
九
六
九
））
と
い
う
先
生
た
ち
は
、
集
団
疎そ
か
い開
先
か
ら
の
入
校
者
が
日
に
日

に
増
え
、
い
よ
い
よ
多
忙
を
極
め
た
。
児
童
の
一
人
は
、〈
皆
が
兄
さ
ん
や
父
母
に
つ
れ
ら
れ
て
家
に
帰
っ

て
行
く
の
に
、
僕
に
は
誰
一
人
と
し
て
迎
え
に
来
て
く
れ
る
人
が
な
か
っ
た
。（
中
略
）
一
人
泣
け
て
茫
然
と

見
送
る
ば
か
り
だ
っ
た
〉（
大
阪
市
立
郊
外
羽
曳
野
中
学
校
編『
羽
曳
野
学
校 

戦
災
孤
児
の
生
活
記
録
』（
駸
々
堂
、
一
九
五
二
））

と
回
想
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
国
庫
補
助
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
団
体
や
日
系
人
ら
が
送
っ
た
ラ
ラ
物

資
で
生
を
つ
な
い
だ
。
三
〇
人
前
後
だ
っ
た
入
所
児
童
は
、
外
地
引ひ
き
あ
げ揚
孤
児
を
含
め
、
昭
和
二
一（
一
九
四
六
）

年
一
〇
月
に
は
一
五
二
人
に
増
え［
赤
塚 

二
〇
二
〇
］、
こ
ど
も
た
ち
の〝
長
い
戦
後
〟
が
始
ま
っ
た
。

35  長谷川源治郎 胸像36  ㊧ 大阪市立郊外長谷川小学校 門標
37  ㊦ ララ物資を受け取る学園生
（『長谷川郊外学園 学園生活写真帖』の1枚）

※本頁掲載分は、すべて大阪市立長谷川小中学校 蔵
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〔 

コ
ラ
ム 

２ 

〕 

長 

谷 

川 

小 

中 

学 

校 

資 

料 

の 

整 

理

　

本
展
示
の
開
催
に
先
立
っ
て
、
大
阪
市
立
長
谷
川
小
中
学
校
か
ら
一
括
で
資
料
を
借
用
し
、
調

査
・
整
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
概
要
は
、文
書
資
料
と
し
て
、① 

ス
ク
ラ
ッ

プ
帳
、
② 

戦
前
‐
戦
後
に
か
け
て
の
写
真
帖
、
③ 

小
学
校
・
中
学
校
・
学
園（
戦
後
、
教
育
施
設
と
し

て
の
学
校
と
保
護
施
設
と
し
て
の
学
園
が
分
離
し
た
。
平
成
三
一（
二
〇
一
九
）
年
か
ら
、
大
阪
市
立
長
谷
川
羽
曳
野
学
園

は
社
会
福
祉
法
人
み
お
つ
く
し
福
祉
会
に
業
務
委
託
さ
れ
て
い
る
）
の
要
覧
、
④ 

同 

沿
革
史
、
⑤ 

学
内
誌（『
研

究
の
あ
ゆ
み
』
な
ど
）、
⑥ 

作
文
集（
卒
業
文
集
な
ど
）、
⑦ 

歴
代
校
長
・
学
園
長
の
叙
位
叙
勲
に
か
ん
す

る
書
類
、
⑧ 

建
築
・
営
繕
関
係
の
書
類（
昭
和
五
八（
一
九
八
三
）
年
、
小
学
校
・
中
学
校
・
学
園
を
柏
原
に
集
約

す
る
に
あ
た
り
、
校
舎
・
寮
舎
・
プ
ー
ル
を
新
造
し
た
際
の
資
料
な
ど
）
な
ど
が
あ
り（
総
計 

二
七
七
点
）、
別
に
、

門
標 

四
点（
№
㊱
な
ど
）
が
あ
る
。
羽
曳
野
を
引
き
払
う
と
き
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
お
ぼ
し
き
、
昭

和
中
・
後
期
の
羽
曳
野
中
学
校
関
係
の
資
料
が
多
数
を
占
め
る
が
、
①
、
②
に
は
よ
り
古
い
も
の

が
確
か
め
ら
れ
た
。
書
簡
類
は
、
少
量
の
は
が
き
を
除
い
て
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

①
の
う
ち
、
下
に
図
版
を
載
せ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
帳
は
、
戦
前
‐
戦
後
の
新
聞
記
事
を
集
め
た
貴

重
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
④
に
は
、
沿
革
史
編
纂
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
厚
み
の

あ
る
簿
冊
が
あ
り
、
特
に
、「
長
谷
川
・
羽
曳
野
問
題
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
文
書
が
注
目
さ
れ
る
。

羽
曳
野
方
は
戦
前
に
大
阪
市
が
近
鉄（
大
鉄
）
か
ら
借
用
し
た
敷
地
を
校
地
と
し
て
お
り
、
そ
の
返

還
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
長
谷
川
方
で
も
、
栄
養
士
の
配
当
が
な
い
な
ど
、
環
境

の
未
整
備
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
三
年
に
お
け
る
長
谷
川
小
学
校
・
学
園
と
羽
曳
野
中

学
校
・
学
園
の
一
体
化
は
、
こ
の
解
決
策
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
校
名
に
冠
さ
れ
て
ま
で
い
る
長
谷
川
源
治
郎
に
つ
い
て
は
、
ま
こ
と
に
意
外
で
あ
る

が
、
今
回
調
査
分
の
な
か
に
関
連
文
書
が
ほ
ぼ
な
く
、
検
討
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
長
谷
川
小
学
校
・
学
園
の『
創
立 

三
〇
周
年
記
念
誌
』（
一
九
六
九
）
に
所
収
さ
れ
た
初
代

学
園
長 

木
田
忢よ
し
は
る治
氏
の
述
懐
に
は
、
長
谷
川
が
時
々
大
阪
か
ら
お
や
つ
を
背
負
っ
て
持
っ
て
き

て
、
こ
ど
も
た
ち
が
歓
待
し
て
い
た
と
あ
り
、
そ
の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

38  スクラップ帳  
〔大阪市立長谷川小中学校 蔵〕

　長谷川学園に収容された戦災孤児にかんする新聞記事は数多く、世

間の関心を反映しているが、繰り返される「薄幸の子」などの表現

は、孤児に対するレッテル貼りを助長した一面もあろうか。

　ほかに、戦時下の「健民運動」（厚生省が主導し、結核対策を謳いつ

つ、”筋骨薄弱者”の体力向上を進めた）を取材したものがみられるが、精

神論が覆い、科学的な教育はなりをひそめている［高岡 2021］。

39  長谷川小学校第3期生 写真
（アルバムの一部，1942年）

 〔大阪市立長谷川小中学校 蔵〕
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本
校
は
、
大
阪
市
こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
等
か
ら
、
隣
接
す
る
大
阪
市
立
長
谷
川
羽
曳
野

学
園
に
入
寮
さ
れ
た
児
童
生
徒
が
通
う
小
中
学
校
で
す
。
児
童
生
徒
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の

多
様
な
特
性
を
持
ち
、
過
去
に
様
々
な
境
遇
に
置
か
れ
た
こ
と
が
起
因
と
な
る
個
々
の
リ
マ

イ
ン
ダ
ー
を
抱
え
て
い
ま
す
。学
園
は
、心
理
治
療
を
中
心
と
し
た
心
理
士
等
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
調
っ
て
お
り
、
投
薬
を
含
め
た
ト
ラ
ウ
マ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
ケ
ア
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

に
よ
っ
て
は
、
一
九
歳
程
度
ま
で
学
園
生
活
が
続
き
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
と
も
最
大 

一
五
名
程
度
で
、
学
級
設
置
・
教
職
員
配
置
も
義
務
標
準
法
で
定

め
ら
れ
た
通
り
で
、
小
学
校
は
複
式
学
級
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
多
く
は

年
度
途
中
に
転
入
し
て
き
ま
す
。
学
園
に
と
っ
て
本
校
は「
学
園
外
唯
一
の
社
会
的
な
学
び

の
場
」
で
、
本
校
教
職
員
は
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
す
べ
て
の

保
護
者
対
応
を
学
園
が
担
い
ま
す
。

　

次
に
、本
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
特
徴
で
す
。
令
和
八
年
度
か
ら
二
年
間
、

小
学
校
・
中
学
校
と
も
文
部
科
学
省
の
教
育
課
程
柔
軟
化
サ
キ
ド
リ
研
究
校
事
業
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
本
事
業
で
実
施
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
主
体
的
な
学
ぶ
力
に
よ
り
自
ら
規
律
を
生
み
だ
せ
る
探
究
学
習
で
す
。
探
究
学

習
の
課
題
設
定
は
幅
広
く
、
世
の
中
や
世
界
、
将
来
的
な
課
題
等
に
視
点
を
置
き
、
課
題
設

定
を
教
員
と
一
緒
に
よ
く
考
え
ぬ
き
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端
末
を
フ
ル
に
活
用
し
、
プ
レ
ゼ
ン

等
で
情
報
活
用
能
力
が
抜
本
的
に
向
上
し
て
い
き
ま
す
。
本
校
の
学
校
教
育
目
標
の
二
つ
の

力
、「
生
き
て
働
く
力
と
自
ら
学
ぶ
力
の
育
成
」
に
繋
が
り
ま
す
。
小
学
校
で
は
四
五
分
授

長
谷
川
小
中
学
校

長
谷
川
小
中
学
校

長
谷
川
小
中
学
校

大
阪
市
立

大
阪
市
立

大
阪
市
立

業
を
四
〇
分
に
短
縮
し
、
午
前
中
に
五
時
間
の
授
業
を
行
い
、
中
学
校
で
は
五
〇
分
を
四
五

分
に
短
縮
し
て
授
業
を
行
い
ま
す
。
そ
の
短
縮
し
て
で
き
た「
余
白
」
の
時
間
と
総
合
的
な

学
習
の
時
間
を
併
せ
て
、
探
究
学
習
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
将
来
に
生
き
て

働
く
深
い
学
び
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
教
職
員
の
午
後
の
会
議
を
、
水
・

金
曜
日
の
六
限
の
時
間
帯
に
設
定
す
る
こ
と
で
す
。
教
職
員
の
裁
量
の
時
間
を
増
や
し
、
働

き
方
改
革
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
特
性
を
個
性
と
し
て
認
め
、
一
人
ひ

と
り
が
持
つ
潜
在
能
力
を
ひ
き
出
し
な
が
ら
、
教
職
員
と
の
営
み
の
繰
り
返
し
の
中
で
、
児

童
生
徒
が
将
来
社
会
に
出
て
他
者
と
協
働
で
き
る
よ
う
に「
自
己
調
整
力
」
を
育
み
ま
す
。

〇 

長
谷
川
小
中
学
校　
　
　

   

○ 

長
谷
川
羽
曳
野
学
園　
　

    

○ 

探
究
学
習

【
沿
革
】

昭
和
一
四
年　

大
阪
市
天
王
寺
区
国
分
町 

長
谷
川
源
治
郎
氏
が
、
大
阪
市
小
学
校
の
児
童

　
　
　
　
　
　

の
健
康
増
進
の
目
的
で
、
自
己
の
土
地
建
物
を
市
に
寄
贈
さ
れ
、
大
阪
市
立

　
　
　
　
　
　

長
谷
川
校
外
学
園
が
創
設
さ
れ
る
。

昭
和
二
三
年　

大
阪
市
立
郊
外
長
谷
川
小
学
校
が
収
容
施
設
と
な
り
、
寮
舎
は
大
阪
市
立
長

　
　
　
　
　
　

谷
川
学
園
と
改
称
さ
れ
る
。

昭
和
五
八
年　

現
在
の
校
舎
が
完
成
し
、大
阪
市
立
長
谷
川
小
中
学
校
が
発
足
す
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　

新
寮
舎
が
大
阪
市
立
長
谷
川
羽
曳
野
学
園
と
改
称
さ
れ
る
。

（
大
阪
市
立
長
谷
川
小
・
中
学
校 

校
長　

山
口
博
功
）


